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ワ ー ク 中 国 

の 10 年 
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1998-2007 

 

 

 

 

 

 

加盟会員 30 （18 大学、１大学校、１高専、７短期大学、３団体）大学生 約 53,000 人 高校生 約 33,000 人 

 
岩国短期大学 エリザベト音楽大学 海上保安大学校 近畿大学工学部 呉工業高等専門学校 呉大学 県立広島大学 

山陽女子短期大学 島根県立大学 鈴峯女子短期大学 ノートルダム清心女子大学 比治山大学 比治山大学短期大学部 

広島経済大学 広島工業大学 広島国際学院大学 広島国際学院大学自動車短期大学部 広島国際大学 広島修道大学 

広島女学院大学 広島市立大学 広島大学 広島文化短期大学 広島文教女子大学 安田女子大学 安田女子短期大学 

L E C 大 学 広 島 キ ャ ン パ ス  広 島 市 教 育 委 員 会  呉 市 教 育 委 員 会  広 島 県 私 立 中 学 ・ 高 等 学 校 協 会 
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Ⅰ．役員等－組織を支えた人たち－  

 

代表幹事 

1998 1999 2000 2001 2002 

川﨑 尚 広島工業大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学

2003 2004 2005 2006 2007 

市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学 市川太一 広島修道大学

 

副代表幹事 

1998 1999 2000 2001 2002 
今永清二 県立広島女子大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

石田恒夫 広島経済大学 

市川太一 広島修道大学 

河野 眞 安田女子大学 

今永清二 県立広島女子大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

石田恒夫 広島経済大学 

紀 隆雄 広島国際学院大学 

河野 眞 安田女子大学 

今永清二 県立広島女子大学

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学

石田恒夫 広島経済大学

紀 隆雄 広島国際学院大学

藤本黎時 広島市立大学

河野 眞 安田女子大学

今永清二 県立広島女子大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

石田恒夫 広島経済大学 

櫻井春輔 広島工業大学 

藤本黎時 広島市立大学

河野 眞 安田女子大学 

今永清二 県立広島女子大学

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学

石田恒夫 広島経済大学

櫻井春輔 広島工業大学

兒玉正憲 広島修道大学

藤本黎時 広島市立大学

牟田泰三 広島大学 

河野 眞 安田女子大学

2003 2004 2005 2006 2007 
今永清二 県立広島女子大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

石田恒夫 広島経済大学 

兒玉正憲 広島修道大学 

藤本黎時 広島市立大学 

牟田泰三 広島大学 

五十嵐二郎 広島文教女子大学 

河野 眞 安田女子大学 

草野敬久 県立広島女子大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

石田恒夫 広島経済大学 

兒玉正憲 広島修道大学 

藤本黎時 広島市立大学 

牟田泰三 広島大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学

石田恒夫 広島経済大学

茂里一紘 広島工業大学

兒玉正憲 広島修道大学

今田 寛 広島女学院大学

藤本黎時 広島市立大学

牟田泰三 広島大学 

八川有人 広島県私立中学・

     高等学校協会 

赤岡 功 県立広島大学 

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学 

高橋 超 比治山大学 

石田恒夫 広島経済大学 

茂里一紘 広島工業大学 

川本明人 広島修道大学 

今田 寛 広島女学院大学 

浅田尚紀 広島市立大学 

牟田泰三 広島大学 

武田哲司 武田学園 

坂田正二 広島文化学園 

岡本茂信 広島市教育委員会 

八川有人 広島県私立中学・ 

     高等学校協会 

赤岡 功 県立広島大学

兒玉正昭 鈴峯女子短期大学

高橋 超 比治山大学 

石田恒夫 広島経済大学

茂里一紘 広島工業大学

川本明人 広島修道大学

今田 寛 広島女学院大学

浅田尚紀 広島市立大学

浅原利正 広島大学 

武田哲司 武田学園 

坂田正二 広島文化学園

岡本茂信 広島市教育委員会

李 聖一 広島県私立中学・

     高等学校協会 

 

会計監査 

1998 1999 2000 2001 2002 

 
石田米孝 山陽女子短期大学 

五十嵐二郎 広島文教女子大学 

八木博克 広島中央女子短期大学

五十嵐二郎 広島文教女子大学

八木博克 広島中央女子短期大学 

五十嵐二郎 広島文教女子大学 

八木博克 広島中央女子短期大学

五十嵐二郎 広島文教女子大学

2003 2004 2005 2006 2007 
ローレンス･マクガレル 

エリザベト音楽大学 

西垣二一 広島女学院大学 

ローレンス･マクガレル 

エリザベト音楽大学 

葉佐井博巳 広島国際学院大学 

中村英昭 エリザベト音楽大学

高木孝子 ノートルダム清心女子大学

中村英昭 エリザベト音楽大学 

高木孝子 ノートルダム清心女子大学 

堀 久眞 呉市教育委員会 

中村英昭 エリザベト音楽大学

高木孝子 ノートルダム清心女子大学

長谷川晃 呉市教育委員会

 

単位互換・生涯学習委員会委員長（1998-2001 2002 から総合委員会、2005 から運営委員会） 

1998 1999 2000 2001 2002 

森川 泉 広島修道大学 森川 泉 広島修道大学 森川 泉 広島修道大学 森川 泉 広島修道大学 森川 泉 広島修道大学

2003 2004    

森川 泉 広島修道大学 岡本貞雄 広島経済大学    

 

運営委員会委員 

2005 ※総合委員会から移行 2006 2007 
市川太一 広島修道大学・委員長 

川野祐二 エリザベト音楽大学 

岡本貞雄 広島経済大学 

福田由美子 広島工業大学 

柳瀬陽介 広島大学 

仲井正美 事務局長 

市川太一 広島修道大学・委員長 

川野祐二 エリザベト音楽大学 

藤井 保 県立広島大学 

高橋 超 比治山大学 

岡本貞雄 広島経済大学 

福田由美子 広島工業大学 

柳瀬陽介 広島大学 

穂垣由恵 広島文教女子大学 

仲井正美 事務局長 

市川太一 広島修道大学・委員長 

川野祐二 エリザベト音楽大学 

藤井 保 県立広島大学 

高橋 超 比治山大学 

岡本貞雄 広島経済大学 

福田由美子 広島工業大学 

柳瀬陽介 広島大学 

穂垣由恵 広島文教女子大学 

上原浩二 事務局長 
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高大連携委員会委員長 

2005 2006 2007 

岡本貞雄 広島経済大学 岡本貞雄 広島経済大学 岡本貞雄 広島経済大学 

 

教学委員会委員長 

2005 2006 2007 

川野祐二 エリザベト音楽大学 川野祐二 エリザベト音楽大学 川野祐二 エリザベト音楽大学 

 

遠隔授業検討委員会委員長 

2003 2004 2005 2006 2007 

廣光清次郎 広島修道大学 廣光清次郎 広島修道大学 廣光清次郎 広島修道大学 廣光清次郎 広島修道大学 中田美喜子 広島女学院大学

 

共同事務開発委員会委員長 

2005 2006 2007 

平松立美 広島修道大学 平松立美 広島修道大学 平松立美 広島修道大学 

 

研修委員会委員長          事務局長 

2007 1998～ 2000～ 2006.11～ 

後藤 寛 広島国際大学 

 

上森喬一（広島県教育事業団） 仲井正美 上原浩二 

 

 

 

Ⅱ．単位互換事業  
 
 自大学に開講されていない科目や学びたい他大学教員の科目を受講することを目的にしている。 

 単位互換協定を締結した大学の学生は、所属大学の許可を得て出願し、他の大学において取得した単位は学生の所属す

る大学の単位として認定される。 

 ４月上旬、所属大学の指定する期間に所属大学の窓口で出願し、選考結果は所属大学を通じて出願者に通知される。 

 単位互換科目一覧やシラバスは教育ネットワーク中国のホームページで見ることができ、手続き一覧や学事日程、講義

時間等もホームページで公開している。 

 大学院についても学部とほぼ同様の手続きで実施している。 

 

 １．大学・短期大学の単位互換  

 

（１）経緯 
1998 年 11 月 27 日、単位互換包括協定を結び、10 大学９短期大学が参加して、1999 年４月から学部単位互換を始める。 

2000 年度からマツダ財団より寄付講座「ボランティア活動」を提供される。 

2004 年度から広島県教委より寄付講座「ボランティア参画論」を提供される。 

2005 年度から教職課程科目の提供を始める。 

2007 年度現在、15 大学５短期大学１高専が参加している。 

 

（２）履修者数                 （３）提供科目数 

単位互換履修者数の推移
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単位互換提供科目数の推移
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 ２．大学院の単位互換  

 

（１）経緯 
2002 年 11 月 21 日、大学院単位互換制度意見交換会を開き、単位互換の実施方法について協議する。 

2003 年４月１日から大学院単位互換事業を９大学院が参加して開始する。 

2007 年４月１日から大学院生が学部の提供科目を履修できることとする。 

 

（２）履修者数 
 
2003 年度 延べ４人 2004 年度 延べ２人 2005 年度 延べ１人 2006 年度 延べ２人 2007 年度 延べ３人

 

 

 

Ⅲ．生涯学習事業  
 
（１）経緯 
1999 年度から共同開催講座と連携公開講座を広島県立生涯学習センターにおいて開催している。 

2001 年度から広島県教育委員会と「ぱれっとカレッジ」を広島県立生涯学習センターにおいて開催。 

2002 年度から広島市教育委員会と「シティカレッジ」を広島市まちづくり市民交流プラザで開催。 

2003 年度から講座情報をホームページで公開。 

2005 年度から公開講座「これからの教師像」を開講。 

           「キャリア支援のための資格講座」を開講。 

 

（２）実施講座 
 
■講座の一例：共同開催講座（広島県教育委員会と共催） 
 
1999 年度 ヘルシーライフへの招待 

2000 年度 「こころ」をめぐる心理学 

2001 年度 混迷する 21 世紀を切り開く 

2002 年度 地球市民のくらしと科学 

2003 年度 暮らしの中の日本経済入門 

2004 年度 見延典子 自著を語る 現代宗教入門 現代若者考 

2005 年度 心の健康 体の健康 

2006 年度 ニート･フリーターについて考える 中高年の心を支える 

 

■2003 年度登録者数・延べ受講者数           ■2004 年度登録者数・延べ受講者数 
 
講座区分 ① ② ③ ④ 計 講座区分 ① ② ③ ④ 計 

登録者数 105 163 492 38 798 登録者数 260 82 488 11 841

延べ受講者数 1,242 669 1,322 38 3,271 延べ受講者数 1,577 453 1,513 10 3,553

①共同開催講座１（15）  ②ぱれっとカレッジ３（15） 

③シティカレッジ９（46） ④新聞の読み方講座１（１） 

 計 14（77） 

①共同開催講座３（20）   ②ぱれっとカレッジ３（21） 

③シティカレッジ 11（59） ④新聞の読み方講座１（１） 

 計 18（101） 
 
■2005 年度登録者数・延べ受講者数           ■2006 年度登録者数・延べ受講者数 
 
講座区分 ① ② ③ ④ 計 講座区分 ① ② ③ ④ 計 

登録者数 53  78 832 266 1,229 登録者数 134 239 889 49 1,311

延べ受講者数 336 406 2,637 485 3,863 延べ受講者数 476 1,991 3,029 87 5,583

①共同開催講座１（８）  ②ぱれっとカレッジ３（20） 

③シティカレッジ 15（87） ④これからの教師像２（12） 

 キャリア支援講座１（30） 計 22（157） 

①共同開催講座２（８）   ②ぱれっとカレッジ３（21） 

③シティカレッジ 14（76） ④これからの教師像１（６） 

 キャリア支援講座１（67） 計 21（178） 
 
※講座名の後の数字は講座数、（ ）内はコマ数を表す。 

 

■2007 年度の講座予定 
 
講座名 開講日 

共同開催講座「子どもの成長を見守る」 10/13（土）、20（土） 

呉大学 社会情報学のいま 5/26（土）～ 6/23（土） 

鈴峯女子短期大学 世界文化遺産宮島の魅力を語る PartⅡ 8/18（土）～ 9/15（土） ぱれっとカレッジ 

比治山大学 ひろしま地域再発見－広島の歴史・文化を学ぶ－ 6/2（土）～ 23（土） 
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講座名 開講日 

呉大学 文明と病気－家族を中心に－ 6/30（土）～ 8/4（土） 

県立広島大学 泉の話 話の泉 6/9（土）～ 7/7（土） 

比治山大学 コミュニティづくりの心理学 7/7（土）～ 28（土） 

安心して住める安全で快適な建物づくり 6/1（金）～ 29（金） 
広島工業大学 

“地球環境”を考える 7/21（土）～ 8/18（土） 

広島国際学院大学 
現代社会における情報とデザイン 

－色・形・音のコラボレーション－ 
6/2（土）～ 7/14（土） 

広島女学院大学 これからの健康と食生活を考える 6/4（月）～ 9/14（金） 

広島大学 
現代のギリシアのことばと文化 2007 

－ことわざと四季－ 
6/4（金）～ 7/9（金） 

シティカレッジ（前期） 

安田女子大学 ことばを読む力、書く力 6/9（土）～ 30（土） 

3 秒で話せる英会話 10/5（金）～ 12/7（金） 

近畿大学工学部 映画にみるアメリカ－合衆国とアメリカ大統領 

（アメリカン・プレジデント）－ 
12/4（火）～ 18（火） 

広島経済大学 ビジネスマンのための経済再入門 11/8（木）～ 29（木） 

広島国際大学 身近になるロボット 11/10（土）～ 12/1（土）

広島修道大学 
イスラームの今をよむ 

－イスラームの迷宮 知の旅７日間－ 
10/5（金）～ 11/16（金）

広島市立大学 文明の形態学－すまいとしぐさと世界観 9/29（土）～ 10/20（土）

シティカレッジ（後期） 

広島大学 ことばとコミュニケーション 9/22（土）～ 10/13（土）

これからの教師像 11/11（日）、23（金・祝）

 

 

 

Ⅳ．高大連携事業  

 
 高大連携は、大学の授業科目の高校生への公開を通じて、高校生が大学の高度な教育・研究に触れ、高校教育と大学教

育の円滑な接続に資することを目的としている。 

 高大連携の協定を締結した高校の高校生が出願できる。 

 提供科目は公開授業（大学の正規の科目）と公開講座（高校生のための科目）から構成されている。 

 ３月中旬に教育委員会や私学団体を通じて出願受付を行うが、１月下旬からホームページでも科目名や講義の内容を公

開し、４月中旬に履修許可の通知をしている。 

 

（１）経緯 
2002 年３月に広島県下 152 高校が参加して高大連携協定を締結。 

2002 年４月から広島県立、広島市立、呉市立、福山市立、広島県私立各高校が参加して開始。 

2003 年度から広島大学付属高校が参加して 153 校となる。二次募集の開始。高大連携委員会の設置､高大連携研究交流会

の開催。三原・尾道地区で高大連携公開講座を開催。 

2006 年７月三次地区で中高大連携公開講座を開催。 

2007 年度から 12 大学・短大で高校生を科目等履修生として受け入れ開始。 

2007 年７月備北地区３高等学校で中高大連携公開講座を開催予定。 

 

（２）履修者数                 （３）提供科目数 

高大連携受講者数の推移
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Ⅴ．地域貢献事業  

 

1999 年度 
第 11 回全国生涯学習フェステバル生涯学習見本市会場において「カレッジ・フェア」を開催。 

 

2000 年度 
マツダ財団寄付講座「人間科学特論演習 03(ボランティア活動)」（広島修道大学）を開始。その後、広島国際学院大学、

比治山大学を経て、現在はエリザベト音楽大学が担当。 

 

2002 年度 
広島県教育委員会から「青年地域貢献活動促進事業」を委託(～2003 年度)。 

東広島市教育委員会「社会人のための大学活用フェア」を後援。 

 

2003 年度 
日本学術会議地域振興/中国・四国地区フォーラム「都市と農山漁村のパートナーシップ」を共催。 

広島市まちづくり市民交流プラザ、ラーニングネットひろしま主催「社会人のための大学活用フェア」を後援。 

 

2004 年度 
第１回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム「高大連携」分科会担当（～2005 年度）。 

広島県教育委員会寄付講座「ボランティア参画論」（広島経済大学単位互換提供科目）を開始。 

全国産業教育フェア広島大会において高大連携イベント協力。 

広島県教育委員会から「青年地域貢献活動促進事業調査」依頼開始。 

広島市まちづくり市民交流プラザ、広島市教育委員会、ラーニングネットひろしま主催「社会人のための大学活用フェア」

を後援。 

 

2005 年度 
次世代育成事業委託（広島ガス）を開始。 

 

2006 年度 
第３回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム「小中高大連携」分科会担当。 

青年地域貢献活動「やる気じゃネット！青春じゃけん」実践交流会を広島県教育委員会と共催。 

 

 

Ⅵ．連携機関  

 
広島県教育委員会、広島県立生涯学習センター、広島市生涯学習課、広島市まちづくり市民交流プラザ、 

福山市教育委員会 など 

 

 

Ⅶ．教職員研修会  

 

2006 年度 
①「中小大学論－中小規模大学の人事政策」 

②「ユニバーサル段階の大学キャリア教育－新設大学のキャリア支援の取組み」 

③「『個』としての大学職員－様々な大学職員論を読み解く」 

④「人間力開発を目指して～興動館教育プログラムの取組み」 

⑤「教育現場のメンタルヘルス」 

⑥「大学マネジメントと学習意欲」 

 

2007 年度予定 
①「認証評価の取組」（事例発表と意見交換）6/30 

②「ワークショップ」（入学･学生募集）（学生生活支援）（教務）（図書館）（情報システム）（就職・キャリア） 

 （地域連携）（人事･総務･財務）など 8/4 

③「学生証 IC カード化」8/24 

④「第４回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」（シンポジウム「連携の意義を問う」）9/15 
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Ⅷ．設置委員会（2007 年度）  

 
１．運営委員会 

２．教学委員会 

３．高大連携委員会 

４．遠隔授業検討委員会  

５．共同事務開発委員会 

６．研修委員会 

 

 

 

Ⅸ．設立から現在まで  

 
1997.10.07 

 

   10.31 

   12.15 

1998.04.01 

 

   11.27 

1999.04.01 

2000.04.01 

2002.04.01 

2003.04.01 

2004.04.01 

 

   10.01 

   11.27 

2005.04.01 

 

   10.01 

2006.04.01 

2007.04.01 

   06.21 

   09.15 

「協力し連携することによって広島の高等教育機関全体がレベルアップし、魅力あるものとなる」ことを

めざして、広島修道大学学長、広島工業大学学長が協議会の結成を呼びかける。 

協議会設置準備会を開催。 

広島修道大学学長、広島工業大学学長、広島経済大学学長、安田女子大学学長が協議会の設立発起人となる。

広島県高等教育機関等連絡協議会発足。 

広島県教育委員会、財団法人広島県教育事業団の協力を得て、30 の大学・短期大学が参加。 

単位互換包括協定書の締結。 

単位互換及び生涯学習事業を始める。 

財団法人広島県教育事業団から広島県学習機会提供促進協議会に事務局移管。 

広島県高等教育機関協議会と改称。高大連携事業を始める。 

大学院単位互換事業を始める。海上保安大学校の加盟。 

県立生涯学習センターに「行政財産の使用許可」受ける。 

呉工業高等専門学校・ノートルダム清心女子大学加盟。 

島根県立大学加盟。 

全国大学コンソーシアム協議会設立。呼びかけ団体となる。 

教育ネットワーク中国と改称。 

岩国短期大学・広島県私立中学・高等学校協会加盟。 

LEC 東京リーガルマインド大学広島キャンパス加盟。 

広島市教育委員会・呉市教育委員会加盟。 

高大連携科目等履修生制度の開始。 

教育ネットワーク中国設立 10 周年記念講演会開催。 

全国大学コンソーシアム協議会研究交流会開催（広島修道大学）予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育ネットワーク中国 Education Network in the Chugoku Area 

 

〒732-0052 

広島市東区光町二丁目１－１４ 

広島県立生涯学習センター２Ｆ 

T E L （082）568-4860 

F A X （082）264-2290 

E-mail office@enica.jp 

U R L http://enica.jp 
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